
５．玉掛け不要！！災害復旧用小型移動式クレーン SiKiAIR 

日立建機日本株式会社 竹内豊 

近年、集中豪雨の増加や、台風の大型化、気温

の上昇に伴う熱中症リスクの増加など、気候変動

の影響が全国各地で散見され、もはや異常気象で

はなくニューノーマルと呼ばれる時代に突入し

てしまいました。気候変動に対処し、国民の生命・

財産を守り、経済・社会の持続可能な発展を図る

ためには、長期的に温室効果ガスの排出削減対策

等に取り組む必要があり、中期的には各種防災工

事を計画的に進める必要があり、短期的には発生

してしまった災害に対して復旧工事を迅速に対

応する必要があります。また、2025年問題と呼ば

れる慢性的な人手不足の問題もあり、安全性はも

ちろんのこと、省力化への対応も重要な課題とな

っております。 

図 1:災害復旧現場での大型土のう設置工 

そこで、日立建機日本では災害復旧工事に対応か

つ、省力化を実現可能なものが出来ないかと考え

ました。災害復旧工事では様々な重機が利用され

ておりますが、弊社が対応可能な工種を検討した

結果、災害復旧工事の大型土のう設置工に着目致

しました。現在、大型土のう設置工では、ラフテ

レーンクレーンやクレーン機能付きのバックホ

ウが主に使われておりますが、大型土のうの吊り

作業においては玉掛け作業が必須です。玉掛け作

業はその性質上、重機との近接作業が避けられず、

重機や吊り荷との接触リスクに常にさらされて

おります。安全性を確保するために、現場におい

てはクレーンやバックホウの旋回範囲内に作業

員がいる場合は動かさない等の作業ルールの徹

底や、センサー等を活用して重機を強制的に停止

させたり、光や音等で重機のオペレーターや作業

員に注意喚起するシステム等が活用されており

ますが、接触リスクを完全に排除することは難し

く、毎年不幸な事故が発生しております。接触リ

スクを排除するには、近接作業そのものをなくす

必要があると考え、玉掛け作業の機械化を検討す

ることに致しました。弊社には大型土のう用のク

レーン SiKi シリーズがあり、主に福島の中間貯

蔵施設や除去土壌の輸送工事に活用されており

ますが、大型土のうのベルトを倒立させる治具を

併用する必要があり、玉掛け作業の完全機械化が

実現できておりませんでした。 

図 2:SiKi シリーズと大型土のう倒立治具 



そこで完全機械化を目指し、特定の治具を必要と

しない吊り荷装置の開発に着手致しました。大型

土のうのベルトを吸引して持ち上げ、吸引ホース

を蛇腹にすることでフックの中心に引き込む機

構を構築し、SiKiAIRとしてアップデートし玉掛

け作業の完全機械化を実現致しました。 

（NETIS申請中） 

 

図 3:吸引装置使用方法 

玉掛け作業の完全機械化により、玉掛け作業者と

はい作業主任者を配置する必要がなくなり、省力

化を実現致しました。また、玉掛け作業者がクレ

ーン旋回範囲内から退避する間、クレーン作業を

中断する必要がなくなりましたので作業効率も

向上致しました（約 1.4 倍）。玉掛け作業の完全

機械化による一番のメリットは事故リスクの低

減にあります。クレーンの作業エリアに作業員を

配置する必要がなくなりましたので、重機や吊り

荷との接触リスクの低減を実現致しました。

SiKiAIRに搭載した吸引装置は、大型土のうだけ

ではなく袋詰め玉石工にも対応可能です。 

 

図 4:袋詰め玉石にも対応可能 

袋詰め玉石の従来の設置作業では、玉外し作業を

する際に、作業員が胴長を着て川の中に入ってお

りましたが、事故リスクの高い作業を排除するこ

とが可能になりました。災害復旧現場は通常の現

場より作業環境が厳しく、常に事故リスクとの戦

いです。次期モデルでは作業の完全無人化を目指

し、遠隔化を視野に更なるアップデートを検討致

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




